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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況
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建　　　設 25
17
34

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２４年９月２４日　～　９月２８日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内161事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

35
55.6%
48.6%

回答数
57.1%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
161
45

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

77.3%

▲25＞DI

37 16 43.2%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
４月 ▲ 26.2 ▲ 20.6 ▲ 22.7 ▲ 41.1 ▲ 11.1
５月 ▲ 28.4 ▲ 24.1 ▲ 17.6 ▲ 35.4 ▲ 33.3
６月 ▲ 28.8 ▲ 13.3 ▲ 22.2 ▲ 57.5 ▲ 6.2
７月 ▲ 29.8 ▲ 14.2 ▲ 11.7 ▲ 48.5 ▲ 35.2
８月 ▲ 38.0 ▲ 24.1 ▲ 26.3 ▲ 60.0 ▲ 29.4
９月 ▲ 36.9 ▲ 28.0 ▲ 23.5 ▲ 58.8 ▲ 18.7

見通し ▲ 13.0 ▲ 12.0 ▲ 5.8 ▲ 26.4 △ 6.2

【製造業】からは、「銀行も苦しいのかも知れないが会社の融資枠を縮小して個人の金利を高く見積もり個人融資に誘導している感
がある」（印刷業）、「輸出の減少がみられるとともに円高による値引き要請が続いている」（一般産業用機械・装置製造業）、「8月以
降仕事が多く出てきている。短納期が多いが年末までは仕事がありそうです」（建築用・建設用金属製品製造業）などのコメントが寄
せられた。

【平成２４年９月の調査結果のポイント】

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３６．９(前月水準▲３８．０)となり、マイナス
幅が１．１ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲１８．７(同
▲２９．４)、製造業▲２３．５(同▲２６．３)、卸小売業▲５８．８(同▲６０．０)である。マイナス幅が拡大した業
種は、建設業▲２８．０(同▲２４．１)である。

○

≪　業況DIは横ばい　残暑の影響で売上減少　≫

【建設業】からは、「柏は被災地ということで、復興支援住宅エコポイント10月末締切を活用して耐震改修、断熱改修工事を狙ってい
きたい」（一般土木建築工事業）、「9月は上半期末という事もあり忙しく仕事があったが月末になっても来月の見込みが不足している
状態。11月下旬からの見込みはあるが、それまではないと今年は極端な受注状況。震災関係は落ち着いてきており依然として新築
が少ないように思われる」（石工れんがタイルブロック工事業）、「一気に涼しくなり年末の大掃除に向けて畳裏返しや張り替え工事
の注文が増えてくれることを祈ります」（内装工事業）などのコメントが寄せられた。

◎先行き不安

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種から、「仕事の見通しはあるものの材料との兼ね合いがかなり厳しい状況で、同業者他業者とともに仕事をとるしかない。他
社も先行き不安だと話しており、利益を出す工事よりも赤字にならないようにするしかない」（その他の職別工事業）、「残暑が長く続
き客足減少後半涼しくなるも、天候変わりやすく人の流れも少ない、今後は政局がどうなるのか不安材料多く消費税の段階的な増
税も価格表示に費用負担が心配」（時計・眼鏡・光学機械小売業）などのコメントが寄せられた。

各業種から、「残暑が長引き売上が伸びたが電気料金の値上がりの影響が出始めた。省エネ対応の器具・工事で売上を伸ばす」
（電気工事業）、「猛暑で人出が少なかったうえ、「夏」が予想以上に長かった。このため秋物の出足が鈍く、短期間では取り戻しが難
しい」（その他の各種商品小売業）、「とても暑い９月でした。街を歩く人もまばらだったような、暑い夏が終わり涼しくなり始めると例年
忙しくなる」（菓子・パン小売業）、「暦通りの季節感になかなかならないと思っていたら彼岸の中日を過ぎたあたりより冷房いらずの
気温になり、食欲の秋と望みたいところだが、現状は野菜においては引き続き入荷減、単価安、果実は入荷減高値取引で推移して
います」（食料・飲料卸売業）などのコメントが寄せられた。

【卸小売業】からは「震災後は顧客のオール電化移行が収まっていたが、調査の結果当社の顧客数減少が今年は多く、やはりライ
バルは同業他社よりもオール電化であるといえるのではないか。7月を底に値上がりしていたLPガス仕入単価が横ばいになったが
収益見直しに大きな狂いが生じ経営者を落胆させている。一部大手他社は10月から値上げとの情報もあるが、当社はまだ価格はい
じらず頑張るつもり」（燃料小売業）、「温浴事業の水光熱費削減の為改修工事を実施し電気ガスの使用量は削減できたが仕入単価
が大幅に上昇したため経費的には補えきれなかった」（公衆浴場業）などのコメントが寄せられた。

各業種から、「秋物残暑により出足不調。早くも秋物処分に腐心しているが、例年業界では8月より9月の方が売上が伸びない店が
多くなってきている。8月セールで売り上げが伸び9月は売上が出ずらい」（婦人・子供服小売業）、「９月度は、残暑が厳しかったこと
に加え、例年より先物買い傾向が薄く、ジャストシーズン購入傾向が多くみられたことから秋物の動きが鈍く苦戦した。中旬以降は台
風の影響から天候が不安定だったことから、入店客数は伸び悩んだものの、気温の低下にともない秋物商材に動きがみられ売上高
は若干盛り返した」（その他の各種商品小売業）、「9月前半は昨年より残暑が厳しく売上に影響。後半は若干涼しくなり持ち直しまし
たが1カ月トータルで昨年よりは売上減少です」（菓子・パン小売業）などのコメントが寄せられた。

◎残暑

◎売上減少

【サービス業】からは、「８～９月２カ月連続で前年割れであった。次月から１２月商戦の企画を他チェーン店などは既に打ち出してい
るのを知り、値段だけではないと思いますが色々と考えさせられる」（酒場・ビヤホール）、「個人需要は夏が終わって前年同期比10
ポイントほど伸びず。法人需要は 近の中国情勢、韓国情勢の影響が出始めてきた」（旅行業）、「お客様が少しずつですが増えて
います。ただ土地の下落が続いており、お客様の購買意欲が低い状態です。やはり放射能汚染の風評被害が影響しています」（不
動産管理業）などのコメントが寄せられた。
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平成24年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 26.2 ▲ 28.4 ▲ 28.8 ▲ 29.8 ▲ 38.0 ▲ 36.9 ▲ 13.0 ( ▲ 19.0 )

建　　　 設 ▲ 20.6 ▲ 24.1 ▲ 13.3 ▲ 14.2 ▲ 24.1 ▲ 28.0 ▲ 12.0 ( ▲ 24.1 )

製　　　 造 ▲ 22.7 ▲ 17.6 ▲ 22.2 ▲ 11.7 ▲ 26.3 ▲ 23.5 ▲ 5.8 ( ▲ 10.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 41.1 ▲ 35.4 ▲ 57.5 ▲ 48.5 ▲ 60.0 ▲ 58.8 ▲ 26.4 ( ▲ 28.5 )

サ ー ビ ス ▲ 11.1 ▲ 33.3 ▲ 6.2 ▲ 35.2 ▲ 29.4 ▲ 18.7 △ 6.2 ( ±0.0 )

○

○

先行き見通し

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３６．９(前月水準▲３８．０)となり、
マイナス幅が１．１ポイント縮小した。

【平成２４年９月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１３．０（前月水準▲１
９．０）となり、マイナス幅が６．０ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業６．２(同±０．
０)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業▲１２．０(同▲２４．
１)、製造業▲５．８(同▲１０．５)、卸小売業▲２６．４(同▲２８．５)である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲１
８．７(同▲２９．４)、製造業▲２３．５(同▲２６．３)、卸小売業▲５８．８(同▲６０．０)である。マイナス
幅が拡大した業種は、建設業▲２８．０(同▲２４．１)である。

平成２４年９月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年９月の業況

９月

3

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

ＤＩ値

月別

平成２４年９月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値
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平成24年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 14.5 ▲ 17.8 ▲ 21.6 ▲ 17.5 ▲ 39.0 ▲ 40.2 ▲ 1.0 ( ▲ 4.0 )

建　　　 設 ▲ 3.4 ▲ 17.2 ▲ 3.3 ±0.0 ▲ 31.0 ▲ 28.0 △ 8.0 ( ▲ 3.4 )

製　　　 造 ▲ 27.2 ▲ 23.5 ▲ 11.1 △ 11.7 ▲ 21.0 ▲ 23.5 △ 5.8 ( △ 5.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 17.6 ▲ 19.3 ▲ 45.4 ▲ 31.4 ▲ 60.0 ▲ 64.7 ▲ 20.5 ( ▲ 17.1 )

サ ー ビ ス ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 18.7 ▲ 47.0 ▲ 29.4 ▲ 25.0 △ 18.7 ( △ 11.7 )

○

○

【平成２４年９月の売上についての状況】

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４０．２(前月水準▲３９．０)となり、
マイナス幅が▲１．２ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲２
５．０(同▲２９．４)、建設業▲２８．０(同▲３１．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大き
い順に、卸小売業▲６４．７(同▲６０．０)、製造業▲２３．５(同▲２１．０)である。

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１．０（前月水準▲４．
０）となり、マイナス幅が３．０ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス
業１８．７(同１１．７)、製造業５．８(同５．２)である。マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、建
設業８．０(同▲３．４)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲２０．５(同▲１７．
１)である。

　　平成２４年９月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

全 産 業

産業別 平成２４年９月の売上

９月

4

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

９月

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

ＤＩ値

月別

平成２４年９月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

4



平成24年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 23.3 ▲ 31.5 ▲ 31.9 ▲ 38.1 ▲ 40.0 ▲ 45.6 ▲ 13.0 ( ▲ 12.0 )

建　　　 設 ▲ 27.5 ▲ 37.9 ▲ 26.6 ▲ 28.5 ▲ 41.3 ▲ 44.0 ▲ 20.0 ( ▲ 27.5 )

製　　　 造 ▲ 13.6 ▲ 17.6 ▲ 11.1 ▲ 23.5 ▲ 21.0 ▲ 11.7 △ 5.8 ( △ 5.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 32.3 ▲ 38.7 ▲ 54.5 ▲ 51.4 ▲ 57.1 ▲ 64.7 ▲ 26.4 ( ▲ 17.1 )

サ ー ビ ス ▲ 11.1 ▲ 22.2 ▲ 18.7 ▲ 41.1 ▲ 23.5 ▲ 43.7 △ 6.2 ( △ 5.8 )

先行き見通し

　　平成２４年９月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

○ 向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１３．０（前月水準▲１
２．０）となり、マイナス幅が▲１．０ポイント拡大縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業
５．８(同５．２)、サービス業６．２(同５．８)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、建設業▲
２０．０(同▲２７．５)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲２６．４(同▲１７．
１)である。

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４５．６(前月水準▲４０．０)となり、
マイナス幅が▲５．６ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、製造業▲１１．７(同▲２１．０)であ
る。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲４３．７(同▲２３．５)、卸小売業
▲６４．７(同▲５７．１)、建設業▲４４．０(同▲４１．３)である。特に、サービス業はマイナス幅が▲２
０．２ポイントと大幅に拡大した。

【平成２４年９月の採算についての状況】

○

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年９月の採算

９月

5

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

ＤＩ値

月別

平成２４年９月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成24年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 34.9 ▲ 29.4 ▲ 19.5 ▲ 18.5 ▲ 10.0 ▲ 19.5 ▲ 18.4 ( ▲ 14.0 )

建　　　 設 ▲ 41.3 ▲ 34.4 ▲ 30.0 ▲ 35.7 ▲ 24.1 ▲ 32.0 ▲ 28.0 ( ▲ 20.6 )

製　　　 造 ▲ 22.7 ▲ 11.7 △ 11.1 △ 5.8 △ 21.0 ±0.0 ▲ 5.8 ( ▲ 10.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 41.1 ▲ 45.1 ▲ 24.2 ▲ 22.8 ▲ 17.1 ▲ 17.6 ▲ 20.5 ( ▲ 14.2 )

サ ー ビ ス ▲ 27.7 ▲ 11.1 ▲ 25.0 ▲ 5.8 ▲ 5.8 ▲ 25.0 ▲ 12.5 ( ▲ 5.8 )

先行き見通し

【平成２４年９月の仕入単価についての状況】

○

○

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１９．５(前月水準▲１０．０)となり、
マイナス幅が▲９．５ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小した業種は、製造業±０．０(同２１．０)であり、プ
ラス幅が▲２１．０ポイントと大幅に縮小した。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、サー
ビス業▲２５．０(同▲５．８)、建設業▲３２．０(同▲２４．１)、卸小売業▲１７．６(同▲１７．１)である。

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１８．４（前月水準▲１
４．０）となり、マイナス幅が▲４．４ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、製造業▲５．８(同▲１０．
５)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業▲２８．０(同▲２０．
６)、サービス業▲１２．５(同▲５．８)、卸小売業▲２０．５(同▲１４．２)である。

　　平成２４年９月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年９月の仕入単価

９月

6

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

ＤＩ値

月別

平成２４年９月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

6



平成24年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 △ 0.9 ▲ 1.0 △ 2.0 ▲ 5.1 ▲ 2.0 ▲ 4.3 △ 2.1 ( △ 2.0 )

建　　　 設 △ 3.4 ±0.0 △ 16.6 △ 7.1 △ 3.4 △ 16.0 △ 20.0 ( △ 6.8 )

製　　　 造 ▲ 4.5 ▲ 11.7 ▲ 11.1 ▲ 11.7 ▲ 10.5 ▲ 29.4 ▲ 23.5 ( ▲ 5.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 5.8 ▲ 3.2 ▲ 15.1 ▲ 11.4 ▲ 8.5 ▲ 11.7 ▲ 5.8 ( ▲ 2.8 )

サ ー ビ ス △ 16.6 △ 11.1 △ 25.0 ▲ 5.8 △ 11.7 △ 6.2 △ 18.7 ( △ 11.7 )

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、建設業１６．０(同３．４)である。プラ
ス幅が縮小した業種は、サービス業６．２(同１１．７)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大
きい順に、製造業▲２９．４(同▲１０．５)、卸小売業▲１１．７(同▲８．５)である。

【平成２４年９月の従業員についての状況】

○

○

先行き見通し

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、２．１（前月水準２．０）とな
り、プラス幅が０．１ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業２
０．０(同６．８)、サービス業１８．７(同１１．７)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の
大きい順に、製造業▲２３．５(同▲５．２)、卸小売業▲５．８(同▲２．８)である。

　　平成２４年９月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４．３(前月水準▲２．０)となり、マイ
ナス幅が▲２．３ポイント拡大した。

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年９月の従業員

９月

7

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

ＤＩ値

月別

平成２４年９月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成24年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 10.6 ▲ 12.6 ▲ 16.4 ▲ 10.3 ▲ 11.0 ▲ 14.1 ▲ 6.5 ( ▲ 8.0 )

建　　　 設 ▲ 6.8 ▲ 3.4 ▲ 3.3 △ 7.1 ▲ 3.4 ▲ 12.0 △ 4.0 ( ▲ 3.4 )

製　　　 造 ▲ 4.5 ▲ 17.6 ▲ 11.1 ▲ 5.8 ▲ 5.2 ▲ 11.7 ▲ 5.8 ( ▲ 10.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 17.6 ▲ 19.3 ▲ 33.3 ▲ 22.8 ▲ 25.7 ▲ 23.5 ▲ 17.6 ( ▲ 20.0 )

サ ー ビ ス ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 12.5 ▲ 17.6 ±0.0 ±0.0 ±0.0 ( △ 11.7 )

先行き見通し

平成２４年９月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２４年９月の資金繰りについての状況】

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１４．１(前月水準▲１１．０)となり、
マイナス幅が▲３．１ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲２３．５(同▲２５．７)で
ある。変らない業種は、サービス業±０．０（±０．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大
きい順に、建設業▲１２．０(同▲３．４)、製造業▲１１．７(同▲５．２)である。

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲６．５（前月水準▲８．
０）となり、マイナス幅が１．５ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、建設業４．０(同▲
３．４)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲５．８(同▲１０．
５)、卸小売業▲１７．６(同▲２０．０)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業±０．
０(同１１．７)である。

○

○

全 産 業

建 設

産業別 平成２４年８月の資金繰り

９月

8

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

ＤＩ値

月別

平成２４年８月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 40.2 ▲ 1.0 ▲ 45.6 ▲ 13.0 ▲ 19.5 ▲ 18.4 ▲ 4.3 △ 2.1
建　　　設 ▲ 28.0 △ 8.0 ▲ 44.0 ▲ 20.0 ▲ 32.0 ▲ 28.0 △ 16.0 △ 20.0
製　　　造 ▲ 23.5 △ 5.8 ▲ 11.7 △ 5.8 ±0.0 ▲ 5.8 ▲ 29.4 ▲ 23.5
卸 ・小売 ▲ 64.7 ▲ 20.5 ▲ 64.7 ▲ 26.4 ▲ 17.6 ▲ 20.5 ▲ 11.7 ▲ 5.8
サービス ▲ 25.0 △ 18.7 ▲ 43.7 △ 6.2 ▲ 25.0 ▲ 12.5 △ 6.2 △ 18.7

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 36.9 ▲ 13.0 ▲ 14.1 ▲ 6.5
建　　　設 ▲ 28.0 ▲ 12.0 ▲ 12.0 △ 4.0
製　　　造 ▲ 23.5 ▲ 5.8 ▲ 11.7 ▲ 5.8
卸 ・小売 ▲ 58.8 ▲ 26.4 ▲ 23.5 ▲ 17.6
サービス ▲ 18.7 △ 6.2 ±0.0 ±0.0

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２４年９月の業種別業界内トピックス】
業種別 概 　　　　　　　　　　　況 業種

柏は被災地ということで、復興支援住宅エコポイント10月末締切を活用し
て耐震改修、断熱改修工事を狙っていきたい

復興支援
エコポイント
耐震改修

一般土木建築工事業

9月は上半期末という事もあり忙しく仕事があったが月末になっても来月
の見込みが不足している状態。11月下旬からの見込みはあるが、それま
ではないと今年は極端な受注状況。震災関係は落ち着いてきており依然
として新築が少ないように思われる

先行き不透明
新築工事減少

石工れんがタイルブロック工事業

残暑が長引き売上が伸びたが電気料金の値上がりの影響が出始めた。
省エネ対応の器具・工事で売上を伸ばす

残暑
売上増加
電気料金値上がり
省エネ

電気工事業

大きい変化はありません 業況不変 一般土木建築工事業
年末にかけて受注は増加している 受注増加 塗装工事業
見積もり依頼はあるが希望単価をきくとかなり安い単価で交渉される。相
変わらず材料は高騰、施工単価は下落である。ゼネコンの単価に合わせ
るしかない状態。仕事の見通しはあるものの材料との兼ね合いがかなり
厳しい状況で、同業者他業者とともに仕事をとるしかない。他社も先行き
不安だと話しており、利益を出す工事よりも赤字にならないようにするしか
ない。

低単価
材料高騰
施工単価下落
先行き不安

その他の職別工事業

震災以降、節電意識の高まり・電気のみに依存する暮らしの見直しが進
み、戸建住宅での都市ガス採用率が８１．８％（京葉ガス供給エリア内実
績）平成２０年レベルに回復している

節電
ガス利用率回復

ガス業

一気に涼しくなり年末の大掃除に向けて畳裏返しや張り替え工事の注文
が増えてくれることを祈ります

年末への期待 内装工事業

銀行も苦しいのかも知れないが会社の融資枠を縮小して個人の金利を高
く見積もり個人融資に誘導している感がある

融資枠縮小
個人融資誘導

印刷業

輸出の減少がみられるとともに円高による値引き要請が続いている 輸出減少
円高
値引き要請

一般産業用機械・装置製造業

8月以降仕事が多く出てきている。短納期が多いが年末までは仕事があり
そうです

仕事量増加
短納期

建築用・建設用金属製品製造業

秋物残暑により出足不調。早くも秋物処分に腐心しているが、例年業界で
は8月より9月の方が売上が伸びない店が多くなってきている。8月セール
で売り上げが伸び9月は売上が出ずらい

残暑
秋物不調
売上不振

0

団塊世代の引退が現実的になってきており幹部候補としての人材が見当
たらない

団塊世代
人材不足

書籍・文房具小売業

残暑が長く続き客足減少後半涼しくなるも、天候変わりやすく人の流れも
少ない、今後は政局がどうなるのか不安材料多く消費税の段階的な増税
も価格表示に費用負担が心配

残暑
客足減少
政局不安
先行き不安
消費税

時計・眼鏡・光学機械小売業

９月度は、残暑が厳しかったことに加え、例年より先物買い傾向が薄く、
ジャストシーズン購入傾向が多くみられたことから秋物の動きが鈍く苦戦
した。中旬以降は台風の影響から天候が不安定だったことから、入店客
数は伸び悩んだものの、気温の低下にともない秋物商材に動きがみられ
売上高は若干盛り返した。9/26からは開業20周年記念「Ｓｔａｔｉｏｎ Ｍａｌｌ Ｆ
ｅｓｔｉｖａｌ」を開催、限定商品やプレゼントキャンペーンなど購買意欲を高め
る販促などを実施。告知を強化して集客及び売上に繋げていく

残暑
天候の影響
秋物売上鈍化
イベント開催

その他の各種商品小売業

猛暑で人出が少なかったうえ、「夏」が予想以上に長かった。このため秋
物の出足が鈍く、短期間では取り戻しが難しい

残暑
秋物不調

その他の各種商品小売業

9月前半は昨年より残暑が厳しく売上に影響。後半は若干涼しくなり持ち
直しましたが1カ月トータルで昨年よりは売上減少です

残暑
売上減少

菓子・パン小売業

とても暑い９月でした。街を歩く人もまばらだったような、暑い夏が終わり
涼しくなり始めると例年忙しくなる。期待しています。楽天的かな？

残暑
先行きへの期待

菓子・パン小売業

建設業

卸小売業

製造業
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【平成２４年９月の業種別業界内トピックス】
弊社は柏公設市場にテナントを置く立場として、多数空きテナントに対して
積極的な募集をかけられていないこと、一般消費者、地域の飲食店の方
に集客アピールできていないこと。以上が大局的にみて行政の怠慢だと
感じています

空きテナント対策
集客アピール

農畜産物・水産物卸売業

暦通りの季節感になかなかならないと思っていたら彼岸の中日を過ぎた
あたりより冷房いらずの気温になり、食欲の秋と望みたいところだが、現
状は野菜においては引き続き入荷減、単価安、果実は入荷減高値取引で
推移しています。10月は各地イベントが予定されており、消費者の購買力
に期待して買い出し人への売り込みを周り、安全安心な商品を提供して
いきたい

残暑
野菜入荷減
果実高値
安心安全

食料・飲料卸売業

震災後は顧客のオール電化移行が収まっていたが、調査の結果当社の
顧客数減少が今年は多く、やはりライバルは同業他社よりもオール電化
であるといえるのではないか。7月を底に値上がりしていたLPガス仕入単
価が横ばいになったが収益見直しに大きな狂いが生じ経営者を落胆させ
ている。一部大手他社は10月から値上げとの情報もあるが、当社はまだ
価格はいじらず頑張るつもり

オール電化移行減少
顧客数減少
ＬＰガス仕入単価横ばい
収益見直し
価格転嫁

燃料小売業

温浴事業の水光熱費削減の為改修工事を実施し電気ガスの使用量は削
減できたが仕入単価が大幅に上昇したため経費的には補えきれなかった

改修工事
光熱使用料削減
仕入単価上昇

公衆浴場業

８～９月２カ月連続で前年割れであった。次月から１２月商戦の企画を他
チェーン店などは既に打ち出しているのを知り、値段だけではないと思い
ますが色々と考えさせられる

売上減少
12月商戦

酒場・ビヤホール

宿泊マーケットは変わらない中で、同業の新規参入によりエリア全体の稼
働が落ちると共にinetでの安売りにより一室単価も下がり更に売り上げの
減少につながる。清掃費、リネン費を含めた原価が上がると共にinet経路
での予約が多くなり集客手数料が上がるなど諸経費が上がり利益を圧迫
する。宴会は企業の宴席の減少により厳しい状況が続く

同業者新規参入
稼働率低下
ネット予約
売上減少
経費増加
厳しい業況

ホテル

個人需要は夏が終わって前年同期比10ポイントほど伸びず。法人需要は
近の中国情勢、韓国情勢の影響が出始めてきた

個人需要伸び悩み
アジア情勢影響

旅行業

お客様が少しずつですが増えています。ただ土地の下落が続いており、
お客様の購買意欲が低い状態です。やはり放射能汚染の風評被害が影
響しています

来客数増加
土地価格下落
購買意欲低下
風評被害

不動産管理業

賃貸住宅事業は数か月前の転出ラッシュとは逆に入居者が増えました。
風評が薄れたのと地道な除染が功を奏したのではないかと思います

入居者増加
除染

不動産賃貸業

子どもを抱える家庭の市内からの転出が一連の原発事故・ホットスポット
の影響で未だ続いている。転入についても控える傾向もあるとの事です。
一定の除染作業が終了、もしくは安全が確認できた段階で公の機関から
安全宣言やPRが必要と思います

風評被害
転入減少傾向
除染
安全宣言

不動産賃貸・管理業

サービス業
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・ 残暑が長引き売上が伸びたが電気料金の値上がりの影響が出始めた。省
エネ対応の器具・工事で売上を伸ばす

電気工事業

・ 猛暑で人出が少なかったうえ、「夏」が予想以上に長かった。このため秋物
の出足が鈍く、短期間では取り戻しが難しい

その他の各種商品小売業

・ とても暑い９月でした。街を歩く人もまばらだったような、暑い夏が終わり涼し
くなり始めると例年忙しくなる。

菓子・パン小売業

・ 暦通りの季節感になかなかならないと思っていたら彼岸の中日を過ぎたあた
りより冷房いらずの気温になり、食欲の秋と望みたいところだが、現状は野
菜においては引き続き入荷減、単価安、果実は入荷減高値取引で推移して
います。

食料・飲料卸売業

・ 秋物残暑により出足不調。早くも秋物処分に腐心しているが、例年業界では
8月より9月の方が売上が伸びない店が多くなってきている。8月セールで売
り上げが伸び9月は売上が出ずらい

婦人・子供服小売業

・ ９月度は、残暑が厳しかったことに加え、例年より先物買い傾向が薄く、ジャ
ストシーズン購入傾向が多くみられたことから秋物の動きが鈍く苦戦した。中
旬以降は台風の影響から天候が不安定だったことから、入店客数は伸び悩
んだものの、気温の低下にともない秋物商材に動きがみられ売上高は若干
盛り返した。

その他の各種商品小売業

・ 9月前半は昨年より残暑が厳しく売上に影響。後半は若干涼しくなり持ち直し
ましたが1カ月トータルで昨年よりは売上減少です

菓子・パン小売業

・ 宿泊マーケットは変わらない中で、同業の新規参入によりエリア全体の稼働
が落ちると共にinetでの安売りにより一室単価も下がり更に売り上げの減少
につながる。

ホテル

・ 仕事の見通しはあるものの材料との兼ね合いがかなり厳しい状況で、同業
者他業者とともに仕事をとるしかない。他社も先行き不安だと話しており、利
益を出す工事よりも赤字にならないようにするしかない。

その他の職別工事業

・ 残暑が長く続き客足減少後半涼しくなるも、天候変わりやすく人の流れも少
ない、今後は政局がどうなるのか不安材料多く消費税の段階的な増税も価
格表示に費用負担が心配

時計・眼鏡・光学機械小売業

◎売上減少

◎残暑

◎先行き不安

12



　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　

平成２４年９月のＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲３６．９に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲２６．６
で、柏の方がマイナス幅が１０．３ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い
業種は、製造業・サービス。「柏の景気」の方が悪い業種は卸小売業・建設
業で、いずれも１０ポイント以上悪い。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲４０．２に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲２１．６
で、柏の方がマイナス幅が１８．６ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い
業種は、製造業・サービス業。「柏の景気」の方が悪い業種は卸小売業・建
設業でいずれも１０ポイント以上悪い。

　【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲４．３に対し、｢CCI‐LOBO｣が０．２で、柏
の方がマイナス幅が４．１ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、
建設業で、１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は製造業・
卸小売業・サービス業で、製造業・卸小売業は１０ポイント以上悪い。

　【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１４．１に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１４．３
で、柏の方がマイナス幅が０．２ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業
種は、建設業・製造業・サービス業で、サービス業は１０ポイント以上良い。
「柏の景気」の方が悪い業種は卸小売業。

【採算ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲４５．６に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲２４．０
で、柏のほうがマイナス幅が２１．６ポイント大きい。「柏の景気」の方が良
い業種は、製造業で、１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種
は卸小売業・建設業・サービス業でいずれも１０ポイント以上悪い。

　【仕入単価ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１９．５に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲１９．１
で、柏の方がマイナス幅が０．４ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業
種は、製造業で、１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は建
設業・サービス業・卸小売業。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 36.9 ▲ 28.0 ▲ 23.5 ▲ 58.8 ▲ 18.7

▲ 26.6 ▲ 16.6 ▲ 27.8 ▲ 40.3 ▲ 22.5

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 40.2 ▲ 28.0 ▲ 23.5 ▲ 64.7 ▲ 25.0

▲ 21.6 ▲ 7.9 ▲ 25.5 ▲ 34.1 ▲ 16.4

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 45.6 ▲ 44.0 ▲ 11.7 ▲ 64.7 ▲ 43.7

柏の景気

平成２４年９月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO
▲ 24.0 ▲ 17.0 ▲ 27.7 ▲ 31.4 ▲ 20.3

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 19.5 ▲ 32.0 ±0.0 ▲ 17.6 ▲ 25.0

▲ 19.1 ▲ 25.1 ▲ 17.3 ▲ 13.9 ▲ 20.7

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 4.3 △ 16.0 ▲ 29.4 ▲ 11.7 △ 6.2

▲ 0.2 △ 3.1 ▲ 9.5 △ 3.6 △ 6.6

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 14.1 ▲ 12.0 ▲ 11.7 ▲ 23.5 ±0.0

▲ 14.3 ▲ 17.6 ▲ 12.9 ▲ 19.0 ▲ 10.9

　 は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



  

 調査期間：平成24年9月13日～20日 
 
調査対象：全国の417商工会議所が3065業種

     組合等にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（9月速報）
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国 
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業 
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業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
悪
化
。
先
行
き

は
若
干
改
善
す
る
も
懸
念
材
料
は

多
い 

 

９
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
、
▲
２
６
．
６
と
、
前
月

か
ら
▲
２
．
８
ポ
イ
ン
ト
の
悪

化
。
海
外
経
済
、
と
り
わ
け
中
国

経
済
の
減
速
に
伴
う
輸
出
の
減

少
や
、
超
円
高
等
を
背
景
と
し
た

取
引
先
の
海
外
移
転
・
調
達
の
加

速
に
よ
り
、
受
注
の
減
少
が
続

く
。
ま
た
、
穀
物
や
原
油
価
格
の

高
騰
に
伴
い
仕
入
価
格
が
上
昇

し
て
い
る
も
の
の
、
中
小
企
業
に

お
い
て
は
価
格
転
嫁
は
難
し
く
、

収
益
を
圧
迫
。
経
営
環
境
は
さ
ら

に
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。 

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
２
４
．
７
（
今

月
比
＋
１
．
９
ポ
イ
ン
ト
）
と
、

改
善
す
る
見
込
み
。
秋
の
観
光
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
る
ほ
か
、
秋
物
商

戦
の
本
格
化
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
な
ど
が
要
因
。
一
方
で
、
超
円

高
の
定
着
や
、
穀
物
・
原
油
価
格

の
高
騰
、
エ
コ
カ
ー
補
助
金
終
了

に
よ
る
内
需
の
減
速
等
、
先
行
き

に
対
す
る
懸
念
材
料
も
多
い
。 
 

産
業
別
に
み
る
と
、
業
況
Ｄ
Ｉ

は
、
建
設
業
、
卸
売
業
で
改
善
、

そ
の
他
の
３
業
種
は
悪
化
。 

 

各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
。 

 【
建
設
業
】「
省
エ
ネ
住
宅
の
問

い
合
わ
せ
が
増
加
し
て
お
り
、
今

後
の
受
注
増
を
期
待
」（
建
築
工

事
業
）、「
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー

が
進
出
。
地
元
の
技
能
工
が
、
大

手
か
ら
の
仕
事
を
優
先
さ
せ
て

い
る
」（
一
般
工
事
業
）、「
携
帯

電
話
会
社
が
基
地
局
設
置
に
伴

う
発
注
を
増
加
さ
せ
て
お
り
、
業

況
は
好
転
」（
電
気
通
信
工
事

業
） 

 【
製
造
業
】「
エ
コ
カ
ー
補
助
金

終
了
に
伴
う
減
産
に
よ
り
、
業
況

は
悪
化
。
今
後
の
収
益
確
保
が
課

題
」（
自
動
車
部
品
製
造
業
）、

「
大
口
取
引
先
で
あ
る
鉄
鋼
メ

ー
カ
ー
の
輸
出
が
伸
び
悩
み
、
自

社
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。
国
内

向
け
製
品
の
受
注
量
は
堅
調
だ

が
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
要
請
が
強

い
」（
煉
瓦
製
造
業
）、「
ウ
ォ
ー

ル
ナ
ッ
ト
や
ト
チ
ノ
キ
等
の
人

気
木
材
の
価
格
が
上
昇
し
て
い

る
た
め
、
海
外
調
達
に
切
り
替
え

て
仕
入
価
格
を
抑
制
し
て
い
る
」

（
家
具
製
造
業
） 

 【
卸
売
業
】「
防
水
・
防
蝕
関
連

の
建
築
資
材
が
売
上
の
主
力
だ

っ
た
が
、
新
た
に
、
橋
梁
・
河
川

用
の
土
木
資
材
分
野
に
進
出
」

（
建
築
材
料
卸
売
業
）、「
売
上

は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
穀
物

価
格
の
高
騰
に
よ
り
加
工
食
品

の
仕
入
価
格
は
上
昇
し
て
お
り
、

採
算
の
改
善
に
は
至
ら
な
い
」

（
食
料
品
卸
売
業
）、「
大
手
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
進
出
。
建
設
業

等
で
は
仕
入
先
を
低
価
格
な
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
シ
フ
ト
さ
せ

て
お
り
、
自
社
の
経
営
は
厳
し
く

な
っ
て
い
る
」（
塗
料
卸
売
業
） 
 【

小
売
業
】「
残
暑
が
厳
し
く
、

秋
物
衣
料
の
出
足
が
鈍
い
」（
百

貨
店
）、「
電
気
料
金
が
３
割
増

加
。
負
担
が
重
く
、
節
電
で
の
対

応
に
限
界
が
来
て
い
る
」（
総
合

ス
ー
パ
ー
）、「
食
料
品
の
品
揃

え
や
価
格
面
で
、
近
隣
に
展
開
す

る
コ
ン
ビ
ニ
等
と
の
競
争
が
激

化
。
さ
ら
に
値
下
げ
せ
ざ
る
を
得

な
い
」（
食
料
品
等
販
売
） 

 【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
燃
料
価
格
が

再
び
上
昇
し
始
め
て
お
り
、
経
営

に
影
響
が
出
て
い
る
」（
運
送

業
）、「
発
注
は
あ
る
も
の
の
、
１

イ
ベ
ン
ト
あ
た
り
の
予
算
削
減

が
進
ん
で
お
り
、
業
況
は
な
か
な

か
回
復
し
な
い
」（
イ
ベ
ン
ト
企

画
・
運
営
）、「
中
国
人
観
光
客
の

増
加
を
期
待
し
た
が
、
キ
ャ
ン
セ

ル
が
相
次
ぎ
、
先
行
き
は
不
透

明
」（
旅
館
業
） 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 

４月  16.8  24.0   9.5  17.3  27.5   9.6
５月  17.5  24.9   7.5  14.0  29.3  13.8
６月  21.3  19.1  13.7  14.5  34.2  21.5
７月  25.2  25.8  18.1  23.6  43.1  15.6
８月  23.8  19.6  21.9  27.3  34.3  16.6
９月  26.6  16.6  27.8  19.3  40.3  22.5

見通し  24.7  23.6  26.8  14.9  31.1  21.9
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 


